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町の未来を担う新規採用職員を迎えて！町の未来を担う新規採用職員を迎えて！



　
　
　
　

将
来
、
町
に
対
し
て
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
「
流
出
の
少
な

い
経
済
を
つ
く
っ
て
い
く
か
」
に
対
し
て
は 

「
地
域
通
貨
」
の
導
入
が
有
効
で
あ
る
。
こ

の
「
地
域
通
貨
」
と
は
、
地
域
内
に
限
定
し

て
利
用
で
き
る
通
貨
で
あ
る
た
め
、
地
域
内

決
済
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
で
き
、
ま
た
、
住
民
だ
け
で

な
く
観
光
客
を
含
め
た
人
々
の
店
舗
や
施
設

で
利
用
促
進
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
循

環
に
寄
与
す
る
。
さ
ら
に
は
、
使
用
期
限
な

ど
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
流
通
ス

ピ
ー
ド
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
「
地
域
通
貨
」
の
導
入
に
つ
い

て
、
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町
の

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
通
貨
に
つ
い
て

は
、
経
済
循
環
と
い
う
目
的
の
他

に
地
域
事
業
者
と
住
民
や
あ
る
い
は
住
民
同

士
の
間
で
、
感
謝
や
応
援
の
た
め
に
チ
ッ
プ

の
よ
う
な
意
味
合
い
で
通
貨
を
配
り
合
っ
た

り
、
行
政
側
か
ら
住
民
に
通
貨
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
付
与
し
て
社
会
的
な
取
り
組
み
へ
の

参
加
を
促
し
た
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
る
事
例
も
複
数

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
地
域
限

定
の
通
貨
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
町
民
の
使
用

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
費
用
対
効
果
を
十
分

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
る
。

問答

企
画
課
長

勝
俣 

陽
二 

議
員

ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
討
す
る

町 「
地
域
通
貨
」
導
入
の
検
討
を

一一  
般般  

質質  

問問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質
問
者

質　
　
問　
　
内　
　
容

ペ
ー
ジ

勝
俣
　
陽
二
・
箱
根
町
に
お
け
る
地
域
経
済
の
循
環

2

佐
藤
　
章
子
・
将
来
の
広
域
化
へ
の
考
え
方�

・
箱
根
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
向
上

3

遠
藤
　
秀
則
・
湯
本
駅
前
の
渋
滞

折
橋
　
尚
道
・（
仮
称
）
温
泉
地
域
診
療
所�

・�

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

4

丸
子
　
英
人
・�

箱
根
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
対
す
る
郷
土
資
料
館
や
各
観
光
施
設
、
史
跡

等
の
利
活
用

・
学
芸
員
の
配
置
状
況
と
働
き
方

村
野
由
紀
子
・
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動�

・
防
犯
施
策

5

鈴
木
　
美
貴

・
町
民
生
活
の
利
便
性
向
上�

・
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り�

・
多
文
化
共
生
事
業�

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画�

・
学
校
教
育
の
充
実�

・
駅
な
ど
主
な
交
通
拠
点
の
機
能
充
実

山
田
　
和
江
・
町
長
施
政
方
針

6

３
月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
８
人
の
議
員
が
、
17
項
目
に
わ
た
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
通
り
で
す
。
原
稿
に
つ
い
て

は
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質

問
内
容
、
回
答
共
に
、
抜
粋
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、各
議
員
の
一
般
質
問
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議会だより　はこね
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施
政
方
針
に
お
い
て
、
施
策
で
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
の
中
で
湯
本
駅

前
の
交
通
渋
滞
を
挙
げ
て
い
る
が
、
未
だ
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
。
渋
滞
に
つ
い
て
は
私

も
過
去
何
回
か
質
問
し
て
い
る
が
、
未
だ
に

解
消
が
さ
れ
ず
、
歩
行
者
の
乱
横
断
と
白
バ

イ
に
よ
る
取
り
締
ま
り
で
町
民
や
旅
行
者
の

多
く
が
検
挙
さ
れ
、
歩
行
者
の
指
導
・
呼
び

か
け
も
な
い
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
締
ま
り
を
し
て
い

る
こ
と
は
町
も
認
識
し
て
い
る
。

歩
行
者
の
安
全
面
と
渋
滞
に
対
し
て
の
配
慮

も
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
　

交
通
整
理
員
は
、
車
両
や
歩
行
者

の
横
断
を
規
制
す
る
権
限
が
な
く
、

許
可
は
で
き
な
い
と
あ
る
が
、
本
来
、
交
通

渋
滞
対
策
は
警
察
が
や
る
べ
き
も
の
で
、
警

察
で
交
通
整
理
を
す
る
よ
う
小
田
原
警
察
署

に
話
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
要
請
は
再
三

行
っ
て
い
る
が
、
歩
行
者
優
先
の

た
め
車
両
を
優
先
的
に
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
、
渋
滞
緩
和
に
は
繋
が
ら
な
い
。

　
　
　
　

温
泉
場
入
口
に
つ
い
て
、
横
断
歩

道
と
車
両
の
出
入
り
が
あ
る
が
、

入
口
を
一
方
通
行
に
で
き
な
い
の
か
、
ま
た

久
野
林
道
の
一
般
道
へ
の
実
現
に
向
け
て
要

望
す
る
と
あ
る
が
、
久
野
林
道
は
金
時
林
道

よ
り
利
用
頻
度
が
多
く
、
一
般
道
へ
の
実
現

に
向
け
要
望
を
お
願
い
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
続
き
強
く
要
望
を

し
て
い
く
の
で
、
後
押
し
の
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

問答

町 

長

問答

町 

長

問答

町 

長

遠
藤 

秀
則 

議
員

改
善
へ
と
強
く
要
望
を
し
て
い
く

町 湯
本
駅
前
の
渋
滞
緩
和
策
は
？

　
　
　
　

町
長
所
信
表
明
に
度
々
登
場
す
る

「
箱
根
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
向
上
」

だ
が
、
現
在
の
箱
根
町
内
の
様
子
は
箱
根
ら

し
か
ら
ぬ
状
態
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
い
な
い
無
人
宿
泊
所
の
増

加
、
開
発
の
為
の
植
栽
伐
採
の
連
鎖
、
箱
根

の
景
観
に
溶
け
込
ま
な
い
色
彩
の
建
物
に
よ

り
「
箱
根
ブ
ラ
ン
ド
の
低
下
」
を
招
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
経

済
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
宿
泊
施
設
等
の
建
設
や
開
発
が
再
開
さ

れ
て
い
る
状
況
で
町
内
に
活
気
が
感
じ
ら
れ

て
き
て
い
る
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
箱
根
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
磨
き
、
継
承
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
自
然
環
境
を
保
全
し
適
切
な
制

限
の
も
と
で
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
行
い
、

自
然
と
共
存
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
都
市
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
「
都
市
づ
く
り
の
目
標
」
を
掲
げ
、「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
着
手
や
「
箱
根

景
観
条
例
」
の
再
検
討
な
ど
、「
訪
れ
て
満

た
さ
れ
る
活
力
あ
る
町
の
創
造
」
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答

町 

長

佐
藤 

章
子 

議
員

郷
土
箱
根
は
豊
か
な
自
然
環
境
で
あ
り
、
財
産
で
あ
る

町 箱
根
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
向
上
に

つ
い
て
の
考
え
は

大
石
が
放
置
さ
れ
て
い
る
危
険
な
建
築
物

湯本駅前の横断歩道

議会だより　はこね
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町
長
の
目
指
す
箱
根
ブ
ラ
ン
ド
強

化
に
つ
い
て
、
郷
土
資
料
館
や
各

町
立
観
光
施
設
等
の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と

で
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
図
れ
る
と
考
え
る

が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
資
料
館
と
各
観
光

施
設
は
そ
れ
自
体
が
町
の
財
産
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

く
ま
な
く
利
活
用
す
る
こ
と
が
町
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　

郷
土
資
料
館
や
各
観
光
施
設
に
は

学
芸
員
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
求
め
る
の
か
？
町
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
資
料
館
で
は
箱
根

の
歴
史
や
遺
産
を
保
護
活
用
し
な

が
ら
研
究
成
果
を
積
み
重
ね
る
等
。
箱
根
ジ

オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
地
質
学
の
知
見
を
活

か
し
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
館
の
底

上
げ
の
原
動
力
と
な
る
等
。
湿
生
花
園
で
は

園
の
管
理
の
ほ
か
、
学
芸
員
実
習
生
の
受
け

入
れ
を
進
め
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
等
。
森

の
ふ
れ
あ
い
館
で
は
野
生
動
物
と
の
共
存
の

観
点
か
ら
自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
等
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　

関
連
質
問
と
し
て
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
火
山
性
ガ
ス
の
影
響
に
つ

い
て
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
診
断
を
年
２
回
実

施
す
る
等
、
今
後
も
細
心
の
注
意

を
払
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
の
換

気
を
十
分
行
い
、
職

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ�

ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

特
段
の
配
慮
を
も
っ

て
職
務
遂
行
に
努
め

て
い
る
。

問答

町 

長

問答

町 

長

問答

町 

長

答

観
光
課
長

丸
子 

英
人 

議
員

箱
根
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
向
け
た
活
躍
を
期
待

町 観
光
施
設
と
学
芸
員
の
活
躍
を

求
め
る

　
　
　
　

町
長
施
政
方
針
の
中
で
、（
仮
称
）

温
泉
地
域
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

診
療
所
建
設
用
地
を
昨
年
取
得
し
、
設
計
に

着
手
し
て
お
り
、
令
和
８
年
中
の
診
療
所
開

設
を
目
指
し
て
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
言
葉
が
あ
り
、
計
画
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
確
信
す
る
が
、
具
体
的
な
開
院
ま
で

の
予
定
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
、
設
計
業
務
委

託
を
行
っ
て
お
り
、
建
物
全
体
の

配
置
、
建
物
内
の
居
室
の
配
置
、
電
気
設
備
、

給
排
水
設
備
、
空
調
や
換
気
設
備
な
ど
各
分

野
の
基
本
設
計
と
そ
れ
を
基
に
詳
細
部
分
ま

で
の
実
施
設
計
を
行
う
。

　
診
療
所
建
設
工
事
の
発
注
は
、
令
和
7
年

の
９
月
議
会
に
上
程
し
、
議
会
の
承
認
が
得

ら
れ
ま
し
た
後
、
９
月
中
に
本
契
約
を
締
結

し
、
10
月
か
ら
の
工
事
着
工
を
予
定
す
る
。

　
工
期
は
10
か
月
程
度
を
要
す
る
見
込
み
で
、

引
き
渡
し
は
令
和
８
年
7
月
末
と
な
り
、
開

業
は
早
く
て
も
秋
ご
ろ
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
　
　

建
設
工
事
や
開
業
に
関
す
る
地
域

説
明
会
の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
説
明
に
つ

い
て
は
工
事
請
負
業
者
が
決
ま
り

次
第
調
整
を
す
る
の
で
、
令
和
7
年
9
月
頃

を
予
定
し
、
診
療
所
の
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
内
容
や
開
院
日
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
、

令
和
8
年
度
の
早
い
時
期
に
と
考
え
て
い
る
。

問答

町 

長

問答

保
険
健
康
課
長

折
橋 

尚
道 

議
員

令
和
８
年
秋
開
業
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る

町 （
仮
称
）
温
泉
地
域
診
療
所
の

開
業
は
い
つ
？

森
の
ふ
れ
あ
い
館
の
野
鳥
展

診療所予定地

議会だより　はこね
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移
動
ス
ー
パ
ー
の
現
状
と
今
後
の

改
善
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
域
と
も
1
日
50
人

か
ら
80
人
と
利
用
者
が
多
い
こ
と

か
ら
平
均
し
て
15
分
か
ら
20
分
の
遅
れ
が
生

じ
、
後
半
に
な
る
と
品
物
不
足
が
み
ら
れ
、

販
売
拠
点
の
空
白
地
域
か
ら
追
加
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
東
海
に
臨
時
便
の
運
行
や
拠
点
の
追
加

を
要
望
し
た
。
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
で
は
、

湯
本
地
区
は
小
田
原
市
の
店
舗
の
活
用
、
そ

の
他
の
地
区
は
御
殿
場
市
の
他
の
店
舗
を
活

用
し
箱
根
の
コ
ー
ス
再
編
を
計
画
し
て
い
る

現
状
で
、
御
殿
場
市
や
小
山
町
の
コ
ー
ス
を

巻
き
込
む
再
編
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
く
て

も
６
月
以
降
に
な
る
と
の
回
答
で
あ
る
。

　
　
　
　

学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、
中
学

生
の
模
擬
試
験
検
定
料
の
補
助
や

大
学
一
般
受
験
料
の
負
担
軽
減
の
考
え
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
で
は
模
擬
試
験

を
実
施
し
て
い
な
い
が
、
民
間
企

業
が
作
成
し
た
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
年
２
回

実
施
。
ま
た
、
高
等
学
校
入
学
試
験
の
受
験

対
策
と
し
て
土
曜
塾
を
開
講
し
、生
徒
が「
行

け
る
高
校
」
で
は
な
く
「
行
き
た
い
高
校
」

合
格
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
模

擬
試
験
受
験
料
補
助
の
考
え
は
な
い
。
大
学

一
般
受
験
料
の

負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
町
の

奨
学
金
制
度
に

よ
り
負
担
軽
減

に
寄
与
し
て
お

り
受
験
料
の
負

担
軽
減
の
考
え

は
な
い
が
、
高

校
や
大
学
等
へ

進
学
を
希
望
す

る
生
徒
や
学
生
、

保
護
者
を
支
援

し
て
い
く
。

問答

町 

長

問答

町 

長

鈴
木 

美
貴 

議
員

臨
時
便
の
運
行
や
拠
点
の
追
加
を
要
望
し
た

町 移
動
ス
ー
パ
ー
の
現
状
と

今
後
の
改
善
点
は

　
　
　
　

防
犯
の
整
備
や
状
況
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
街
路
灯
は
各
自
治

会
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
電
気

料
は
要
し
た
費
用
の
85
％
、
観
光
街
路
灯
の

新
設
・
改
良
・
撤
去
等
は
、
限
度
額
を
７
万

円
か
ら
最
大
20
万
円
と
し
て
70
％
の
補
助
や

不
点
灯
等
の
修
繕
の
補
助
も
行
い
自
治
会
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
治
会
等
の
団
体
に
対
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
の
購
入
費
用
の
75
％
を
補
助
し
て
い

る
が
、
申
請
実
績
は
な
し
。
迷
惑
電
話
防
止

機
能
付
電
話
機
を
購
入
し
た
70
歳
以
上
の
方

に
一
部
補
助
を
行
い
実
績
は
23
世
帯
。
な
お
、

特
殊
詐
欺
の
被
害
は
６
年
度
は
０
件
、
７
年

度
に
入
り
１
月
末
ま
で
の
間
で
２
件
、
約

１
０
０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　

災
害
ベ
ン
ダ
ー
自
販
機
に
防
災
カ

メ
ラ
の
併
設
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
が
協
定
を
結
ん
で

い
る
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
機
能
は
無
い
と
聞
い
て
お
り
、
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
は
神
奈
川
県
警
察
・
神

奈
川
県
と
３
社
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
小
田

原
警
察
署
か
ら
も
お
し
ゃ
べ
り
機
能
・
防
犯

カ
メ
ラ
付
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
情
報
を

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
協
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　

防
犯
対
策
補
助
金
を
新
設
し
個
人

に
防
犯
カ
メ
ラ
、
人
感
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
、
防
犯
ガ
ラ
ス
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
や

既
に
行
っ
て
い
る
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電

話
機
な
ど
を
対
象
と
し
た
補
助
が
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
へ
の
補
助
も
検

討
す
る
。

問答

町 

長

問答

町
民
課
長

問答

町
民
課
長

村
野 

由
紀
子 

議
員

個
人
へ
の
補
助
も
検
討
す
る

町 防
犯
対
策
補
助
金
の
新
設
を

移動スーパーの様子（旧湯本中学校グラウンド）

議会だより　はこね
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国
道
1
号
の
交
通
渋
滞
は
観
光
だ

け
で
な
く
、
住
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
は 

「
交
通
整
理
員
の
配
置
」
や
「
警
察
に
よ
る

実
証
実
験
」
の
提
案
を
し
て
き
た
が
、
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
と
協
議
に
つ
い
て
の
感

触
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
信
号
機
の
設
置
」
と

「
交
通
整
理
員
の
配
置
」「
足
柄
幹

線
林
道
の
一
般
道
化
」
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
き
た
が
、
町
の
提
案
は
全
て
却
下
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
県
の
関
係
機
関
に
建
設
、
自
治
会
、

観
光
協
会
、
宿
泊
業
関
係
者
の
生
の
声
を
聞

い
て
も
ら
い
、
私
も
直
接
知
事
へ
お
願
い
を

し
た
。
現
在
、「
信
号
機
の
設
置
」「
温
泉
場

入
口
の
バ
ス
停
の
移
設
」
は
実
現
に
向
け
て

進
ん
で
い
る
と
思
う
。

　
　
　
　

旧
物
産
館
の
所
の
横
断
歩
道
で
警

察
が
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
る
が
、

町
か
ら
申
し
入
れ
を
し
て
や
め
さ
せ
る
べ
き

だ
。
隠
れ
て
姑
息
な
取
り
締
ま
り
を
す
る
よ

り
も
、
実
証
実
験
で
警
察
官
が
歩
道
に
立
っ

て
整
理
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、
町

長
は
渋
滞
対
策
で
は
こ
れ
か
ら
も
要
望
し
て

い
く
の
で
後
押
し
を
と
同
僚
議
員
の
質
問
で

述
べ
て
い
る
が
全
町
民
運
動
を
起
こ
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
私
も
白
バ
イ
な
ど
が
待

機
し
て
い
る
時
間
、
歩
道
に
立
っ

て
と
警
察
に
話
し
た
こ
と
は
あ
る
が
や
め
ろ

と
は
言
え
な
い
。
運
動
を
起
こ
す
こ
と
を
期

待
も
し
て
い
る
。

問答

町 

長

問

答

町 

長

山
田 

和
江 

議
員

運
動
を
起
こ
す
こ
と
を
期
待
も
し
て
い
る

町 国
道
１
号
の
交
通
渋
滞
緩
和
対
策
は

全
町
民
運
動
を
起
こ
す
べ
き
で
は
な

い
か

議案第１号　令和６年度箱根町一般会計補正予算（第５号）
　補正額　６億4,314万2,000円
	 ○ふるさと納税促進事業追加	……………………………… ２億6,897万9,000円
	 ○財政調整基金積立金追加	………………………………… ２億8,102万1,000円
	 ○物価高騰対策給付金給付事業	………………………………… 5,952万1,000円
　　　　　　　（令和６年度住民税非課税世帯１世帯３万円
　　　　　　　　18歳以下の子ども１人につき２万円を加算）
	 ○定額減税不足額給付金給付事業	……………………………… 3,064万6,000円
　　　　　　　（令和５年の所得等を推計額で算定したため給付額に不足が出たため
　　　　　　　　国から１～４万円の不足額を給付）
	 ○ごみ処理費　庁用器具費	…………………………………………297万5,000円
　　　　　　　（ごみ焼却炉運転再開するため、ダイオキシンばく露防止対策用保護具として、
　　　　　　　　空気呼吸器購入費）

主な内容

補正予算（１件）　可　決

１月 臨時会（１月29日）
議決件数（１件）

交通渋滞の原因となっている歩行者の横断

議会だより　はこね
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※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議決件数（30件）3月定例 会（2月20日～3月18日）
議案第２号　専決処分の承認を求めることについて　令和6年度箱根町一般会計補正予算(専決第２号)
　補正額　2,500万円
　　　　　　環境センターの焼却炉故障による、補修工事の必要が生じたため主な内容

専決処分（１件）� 承　認

第14号　令和6年度箱根町一般会計補正予算(第6号)　補正額　５億1,704万５千円
　　　　　　◯過年度過誤納還付金追加	 1,131万4,000円	 ◯ごみ処理費経常経費追加	 5,248万1,000円
　　　　　　◯消防団員出動報酬追加	 330万4,000円	 ◯学校給食無償化事業追加	 140万円
　　　　　　◯学校施設長寿命化事業	 ５億,5,700万円	 ◯宮ノ下駐車場整備事業更生減	 - １億845万4,000円
第15号　令和6年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算(第２号)　補正額　1,000万円
　　　　　　国民健康保険運営準備基金積立金追加
第16号　令和6年度箱根町介護保険特別会計補正予算(第２号)　補正額　15万円
　　　　　　第１号被保険者保険料還付金追加

主な内容

主な内容

主な内容

補正予算（３件）� 可　決

第４号　�箱根町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例及び箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について

第５号　箱根町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
第6号　特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第7号　箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第8号　箱根町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第9号　箱根町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第10号　箱根町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
第11号　箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
第12号　箱根町水道法施行条例の一部を改正する条例の制定について
第13号　箱根町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第30号　箱根町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

条例改正（11件）� 可　決
第３号　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
条例制定（整理条例）（１件）� 可　決

第31号　工事請負契約の一部変更について
　　　　　　箱根関所復元再整備事業工事の設計内容の変更
　　　　　　当初金額　8,675万7,000円から9,073万9,000円（398万2,000円追加）

工事請負契約の一部変更（１件）� 可　決
第17号～第28号　令和7年度箱根町一般会計及びその他11会計予算(予算質疑8～ 10ページ)
新年度予算（12件）� 可　決

第29号　箱根町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議会議事案件（１件）� 可　決

議員別議案賛否一覧

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

丸
子
英
人

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

３ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４
箱根町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例及び箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11 箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
12 箱根町水道法施行条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
17 令和7年度箱根町一般会計予算 可決 × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠
18 令和7年度箱根町国民健康保険特別会計予算 可決 × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠
19 令和7年度箱根町後期高齢者医療特別会計予算   可決 × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠

29 箱根町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠

議会だより　はこね
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Q　ごみ処理広域化では箱根町の湯河
原真鶴衛生組合への事務委託料は7年度は半年分と
なっているが、8年度は単純に２倍したものが今後
の費用負担と考えて良いか。

A　7年度は１億4,700万円なので8年度以降は約３億
円を想定している。

Q　湯河原真鶴衛生組合への運搬費用はどのくらいかか
るのか。

A　環境センターから湯河原美化センターまでの運搬に
係る費用は、令和22年度までの総額は９億９,９00万円
になる。

ごみの運搬、
� 15年間で約10億円に

(ごみ処理広域化推進事業)
山田　和江��議員

Q　総合保健福祉センター費としては経
常経費1億1,893万5,000円、整備事業の工事請負費
3,956万7,000円を合わせて、1億5,850万2,000円が
予算計上されているが、この額を考えた場合、施設
全体がもっと町民の方に利用されなければならない
と思うが、このことについて町の見解を伺う。

A　多様な目的で施設の利用が増えている状況であるが、
今後も他課との連携や各種団体のニーズに対応しな
がら利用の促進を図っていく。また温水プールにつ
いても利用者増につなげるための方策を実施してい
く。

さくら館を
もっと町民に利用される施設へ
(総合保健福祉センター費　経常経費)

勝俣　陽二��議員

Q　生活必需品等の物価が高騰している
中で、高齢者支援を行うとのことであるが内容は？

A　昨今の物価高騰に対して電子マネーのWAONカー
ド（５,000円入り）を６月頃に６５歳以上の方に配付する。

Q　配付の方法とWAONカードはどこで使えるのか？
A　配付方法は該当者に引換券を送付し、引換券と交換
で役場本庁、各出張所で電子マネーカードをお渡し
します。使用できる店舗としてWAONカードは町へ
来ているマックスバリュの「移動スーパー」やコン
ビニのローソン、ファミリーマート、仙石原の薬局
ココカラファインで使え、町外でもWAONカードが
使える店舗がある。

65歳以上に
� W

ワ オ ン

AONカード配付！
(物価高対策高齢者買物支援事業)

川口　延明��議員

Q　町民説明会では、どのような意見が
あったか？

A　施設整備や利用料金のこと、なぜ町が整備をしない
のか、浴室の拡大及びカラン数の増設や駐車場の整
備等、多くの意見や質問があり、主な物は今の場所
に入浴施設を継続してほしいという意見でした。

Q　本事業は令和7年度、8年度の２か年で債務負担行
為を設定しているが、今後どのように進めていくの
か。

A　令和7年度、町と事業者間の運営上の役割や費用負
担について検討し地域住民へのサウンディング調査
の結果報告を含め意見交換会を実施し、合意を図り
令和8年度中の契約を目指す。

入りたくなる弥栄湯へ
(弥坂湯利活用事業)

鈴木　美貴��議員

Q　町所有の土地、建物貸付収入につい
てその種類と件数を伺う。

A　総務貸地料と総務貸家料は財務課所管の普通財産
を貸付しているもので、貸地料は7６件９24万６,000円
計上している。主なものは、住宅敷、駐車場敷、水
道温泉管の施設用地、建築資材置場、携帯電話など
の無線基地局、電柱などの電気事業に係るものであ
り、貸家料は２件81万2,000円を計上している。その
他、民生貸家は２件2９万５,000円、企画貸地料は、３
件824万９,000円となっている。

Q　町の財政が厳しい中、今後の歳入確保について伺う。
A　普通財産については関係課と調整を図り、財源の確
保に努力していく。

土地建物貸付収入

佐藤　章子��議員

令和７年度予算を審議令和７年度予算を審議
３月議会の主な質疑応答３月議会の主な質疑応答
　3月議会（2月20日～3月18日）で
は令和７年度の予算質疑が行われ、災害
対応、子育て支援、観光支援政策など、
現在箱根町が抱える様々な行政課題につ
いて、各議員から活発な質疑が出された。

質疑内容がスマホで
見れます

詳しくはこちら

議会だより　はこね
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Q　令和7年度予算の歳入「教育使用
料」の公民館使用料及び、郷土資料館入館料、箱根
関所観覧料につき第6次総合計画に於ける目標値と
の関係を含めて伺う。

A　公民館使用料は仙石原公民館ホール使用料が主な歳
入だが利用実績が少ない為、文科省の社会教育法第
2３条の解釈についての事務連絡に基づき利用促進を
図りたい。郷土資料館は目標値１万人と実績に対し
高めの設定だが企画展や常設展示の入替等工夫を凝
らして目標に近づけたい。箱根関所も目標値が３0万
人と高く設定されているが様々なイベントを展開し
目標値に近づけたい。

教育施設の
� 積極的な取り組みを期待

(教育使用料)
丸子　英人��議員

Q　事業概要は？
A　平成2５年に耐震改修促進法が改正され、耐震義務付
け対象となった大規模建築物に対して、耐震化促進
を図るため、耐震化経費に対して補助金を交付する。

Q　補助対象建築物とは？
A　大規模建築物の中から県が補助対象とする建築物で、災
害時に避難生活者を100人以上一定期間に渡って受け入れ
るホテル・旅館で、箱根町と災害時における協定を締結し
た施設であり、民間建築物は1５棟、公共建築物が２棟で、
耐震改修が済んでいないものは民間建築物の２棟である。

Q　今後の見通しは？
A　事業実施後の対象建築物は民間の１件となり、本制
度活用について促して行く。

大規模建築物耐震化補助の
� 促進を
(要緊急安全確認大規模建築物耐震化補助事業)

勝俣　泰彦��議員

Q　町内の医療機関の状況、元箱根木村
医院の開院経緯と補助の推移について。

A　医科7、歯科３の10医療機関である。木村医院は
平成2３年５月に開院で補助は平成2３年６00万円、24年
400万円、2５年～27年各３00万円、28年～令和６年は
各５00万円。

Q　現在まで14年と長い補助がされているが、どのよう
な契約を交わされているのか、今後開院する医院に
も同じように補助を行うのか。

A　経営安定での補助の覚書等、院内備品の一部契約で
ある。今後、設置の経緯や状況によっては一次医療
維持するため補助の可能性もある。

地域医療体制推進事業について

遠藤　秀則��議員

Q　この事業は、9月の敬老の日に関連
して実施している。対象者は？

A　80歳の方は５千円を140名、９0歳の方は１万円を70
名、100歳の方は２万円を５名で、満100歳の方は国
から祝い状及び記念品の贈呈と町長がご自宅を訪問。

Q　9月1日が基準日となっており、対象者であっても
基準日前に亡くなってしまうことも考えられ、祝い
金を渡すことが出来ません。そこで対象者が誕生日
を迎えた時点で渡す事ができないか。

A　この制度は基準日にご存命の方が対象。他の自治体
は祝い金を廃止したり、金額の見直しの縮小を行っ
ているところもあるので、今後の方向性を研究した
い。

基準日の変更を！
(敬老祝金支援事業)

村野　由紀子��議員

Q　箱根町は観光が基幹産業であるが
ゆえに観光費イコール、誘客にはそれ相応の予算計
上し、町内経済の活性化につなげなくてはならない。
そこで令和7年度の予算において、どのような施策
を主に実施するのか。

A　誘客宣伝事業における主な取り組み方針として、大
阪関西万博等の効果が見込まれる対人イベントに出
店。幅広く箱根を発信し、女性やファミリー層、若
者や外国人等、新たな観光客層の開拓を実施する。
また親善大使チョコレートプラネットの松尾さんを
起用し、フェスを初めて開催し多くの箱根ファンの
集客に資する。

観光費　集客・誘客について

勝俣　剛一��議員

Q　固定資産税(土地・家屋・償却資
産)の納税義務者数及び町外との割合並びに個人法
人の割合については？

A　納税義務者数14,９7６件、町内者数4,00９件で2６．8％、
町外者10,９６7件で7３．2％、個人11,５22件、法人３,4５4
件。

Q　滞納繰越分4,060万円についてはどのような状況な
のか？

A　滞納額の上位10件で1,114万円となり、全体の約
27％を占めており、高額案件の多くは法人で、個人
は少数となっている。

固定資産税の状況は？

稲葉　親太郎��議員

議会だより　はこね
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　令和7年度の予算編成も前年に続き、当町の柱
である第６次総合計画後期基本計画に沿った予算
を組んでおり、きちっとした目標に沿った進め方
である。
　現在の大きな課題は働き手不足であり、箱根
DMOや民間事業者と協力の上、解決策に向かっ
てさらに進めることを望む。
　町営の観光施設では対前年度予算でジオパーク
観覧料が６９万円増、当町のメイン施設であります
箱根関所観覧料が120万円の減、湿生花園入園料
は1,５00万円減の３億６,３00万円で計上、森のふれ
あい館がほぼ前年と同じ２万９,000円の増として
あるが、関所が辛うじて黒字であり、他の施設は
赤字経営となっているので、基本の誘客営業には、
きちっと取り組みをして、民間が目標とするよう
な事業所それぞれの収支で採算が図れるように指
導を期待する。
　今年度は新規の事業で「物価高対策高齢者買物
支援」、「温泉地域診療所建設」、「多文化共生推進」、
「立地適正化計画策定」が計上されているが、そ
れぞれ高い成果が出るように取り組みを願う。

　国際観光地箱根にあっては、基幹産業の観光業
は回復基調にあり、賑わいを取り戻しつつありま
すが、全国的に進む少子化をはじめとする人口減
少に起因して、人材不足や地域コミュニティの減
衰など、コロナ禍の後に顕在化した問題は深刻さ
を増しており、社会経済情勢の先行きが見通せな
い中にあって、非常に難しい舵取りが求められて
いる。
　令和４年度からスタートした第６次総合計画後
期基本計画は４年目を迎え、仕上げに向けた取組
みと並行して、次期計画の準備に着手する重要な
時期に差し掛かっている。
　今後は、ごみ処理広域化に加え、温泉地域の診
療所や第３号公共下水道など、町民の生活に密着
した施設の整備に伴い、行政サービスのあり方も
変わっていくことが想定される。
　このため、デジタル技術や民間活力も活用しつ
つ、職員一人ひとりが、中長期的な視点も踏まえ、
より一層の未来志向で取り組んでいくことを要望
し、賛成討論とする。

緑風クラブ 至 誠 会賛 成賛 成 賛 成賛 成

　本予算には在宅重度障害者支援として障害3級までの17人にタクシー券等の配付が予算化されたこと、
仙石原文化センターの図書室に３,000冊の本の整備を行うこと、物価高騰対策として箱エールクーポン券
の支給を求めていた者として６５歳以上の高齢者に５,000円の電子マネーを配付することは評価したい。し
かし、固定資産税における「国際観光ホテル整備法」による不均一課税による40件、３,720万円の軽減が
されていること、電子計算処理推進事業については国主導で自治体の膨大な個人と行政情報を標準化・共
通化して利活用することは、管理方法を誤れば人権侵害や社会全体に深刻な事態を及ぼす危険があること、
ごみ処理広域化では本予算において10億円を超える予算が一般会計を押し上げている。10月から下郡ごみ
処理広域化が始まるが、さらに、今度は小田原市も含めたごみ処理広域化基本構想策定が提案されている
ことは認められない。最後に固定資産税の「超過課税」の解消を求める。

日本共産党 反 対反 対

私たちは予算案をこのような理由で反対／賛成しました討　論

Q　事業の進捗状況や協議会の検討状況
について。

A　地域の方々のご意見を踏まえ、スケジュールを見
直し、湯本地域の各種団体から構成する協議会を設
置して、地域内の合意形成を図る。トイレや休憩ス
ペースなど地域における観光客の受け入れ体制の改
善や、湯本エリアの魅力向上、地域防災の視点が、
優先すべき機能や要素である。

Q　広く住民意見を聴く必要について。
A　ある程度の方向性がまとまってきた段階で、別途地
域住民や地元事業者等を対象に説明会を開催する。

湯本地区
� 公共施設利活用事業について

沖津　弘幸��議員

Q　休日に開院している病院に通院する
事業で、現在町内の6医療機関が輪番制で取り組ん
でいる。広報はこね等で周知されているが、より速
やかに利用できるような工夫が必要ではないか。

A　現在、医療機関の順番については、8回を１つの
サイクルとして、内３回を箱根リハビリテーション
病院が残り５回を町内各医院が担当している。また、
昨年より県が主体となった「#711９」と言う救急医療
相談事業が始まり、病状に合わせたアドバイスや医
療機関の紹介もしてくれるので、こうした事業の周
知にも努めていく。

休日の急病で困らないために
(休日急患救急医療推進事業)

折橋　尚道��議員

議会だより　はこね
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委 員 会 活 動 報 告委 員 会 活 動 報 告

教育福祉環境常任委員会　委員長　川口延明
「湯本小学校校舎屋内運動場の長寿命化改良工事」の進
捗状況を視察し、現場責任者から説明を受けた。その後、
所管課と意見交換を行った。
委員からの意見として
〇屋内運動場内部の足場の撤去スケジュールについて。
〇給食室の工期は９月からの給食に間に合うのか。
〇�災害時には避難所としての利用を想定した環境整備はど
のようになっているか？
〇�現在まで工事中の事故や近隣で土木関係の車両によるト
ラブルの発生等確認されていないか？
〇�居ながら施工ということで、ほこりを感じたが教室内へ
の影響や対策は？　
〇�追加工事説明のなかで、駐車場になるスペースに若干水
が出ている場所があったが、どのようにするのか？
〇�現時点の工事費総額の見込みと国庫補助金、町負担の割合は？などを確認した。
続いて、環境センターの焼却炉等を議題とした委員会に移り、昨年１２月に焼却炉の運転が停止されてからの
経過と詳細な説明を求め、特に粗大ごみの工事業者から作業環境について指摘された点についても経緯と詳細な
説明を求めた。
今後は令和４年度から作業に従事している作業員の健康状態について、関係者からの要望もあり、町としてダ
イオキシンに対応した健康診断を受診するよう調整をしていることを確認した。
また、このような事案が発生した場合は速やかに議会、委員会と情報の共有等ができるように対応をするべき
との要望をした。

教育福祉環境常任委員会報告2
6

湯本小学校校舎屋内運動場にて

3
24・25

気仙沼DMO（気仙沼観光推進機構）

視察研修会

町村議会広報クリニック

熱海・箱根・湯河原広域行政推進協議会
広報広聴委員会

熱海市・湯河原町と共に構成する協議会で、気仙沼
DMOを視察しました。水産業が中心であったこの市
は、東日本大震災後の復興にあたり、「観光業」をも
う一つの基幹産業として、DMOを中心に民間事業者
を含めた地域一体型の新たな町づくりをしています。
� （折橋尚道）

全国町村議員会館で開催された町村議会広報クリ
ニックに３名で参加。
講師は、議会広報ファシリテーターで熊本大学客員
教授の超

こ え

地
ち

真
し ん

一
い ち

郎
ろ う

氏。議員の活動報告欄は、町民との
繋がりが感じられる等や色使いが白黒なのは残念との
コメントでした。今後も編集力向上に頑張ります！
� （村野由紀子）

2
14

議会だより　はこね
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議 員 活 動 報 告
皆さんの日常的な活動に参加し、報告していきます。情報ください

箱根DMO主催箱根DMO主催
バリアフリー観光セミナーバリアフリー観光セミナー

誰もが安心出来る観光地「世界のHAKONE」
を目指してと題し、視覚障がい、乳がん、車いす
利用者それぞれの立場から、誰もが気兼ねなく旅
行を楽しめるため必要なことについての講演がさ
れました。� （鈴木美貴）

3
4

箱根湿生花園　「世界の雪割草展 in Hakone」箱根湿生花園　「世界の雪割草展 in Hakone」
箱根湿生花園では開園に合わせて「世界の雪割草展」
が催されました。NHK「趣味の園芸」でも知られる雪割
草研究家の大野好弘さんを講師に３月20日、講演会が開
かれました。会場は満席で、新種の発見や海外研究の成
果、貴重な資料の解説等に参加者皆様は興味津々でした。
� （丸子英人）

3
15〜23

議長・副議長・事務局長合同研修会議長・副議長・事務局長合同研修会
令和６年度神奈川県町村議会議長会議

長・副議長・事務局長合同研修会が去る１月28日
に神奈川県自治会館にて開催されました。当町か
ら、山田成宣議長と私、石川事務局長が出席。当
日、神奈川県町村議会議長会１３町１村の計１４町村
から３９名が出席されました。� （稲葉親太郎）

1
28

町産業振興勤労者表彰式町産業振興勤労者表彰式
文化センターで、町内事業所の発展に貢

献し職場の模範となる永年勤労者の功績をたた
え、各事業所から20年以上、３0年以上勤務されて
いる表彰の対象となる方を推薦していただき、３３
名の方々が表彰されました。おめでとうございま
した！� （村野由紀子）

2
5

おゆずりweekおゆずりweek
子育てシェアタウン推進事業とし

て、春の暮らし・子育て応援「ゆずるよコーナー」
が３月４日（火）～３月１１日（火）まで役場本庁
舎住民ホールに常設され、子ども向けの衣類や
靴、絵本などの他、食器、調理器具、CDなどが
寄せられ、最終日には多くの品物がなくなってい
ました。� （鈴木美貴）

3
4〜11

議会だより　はこね
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箱根関所「関所ガイドツアー」箱根関所「関所ガイドツアー」
箱根関所でガイドツアーが催されまし

た。ガイドツアーでは普段は未公開の大番所にも
ガイドの案内で入ることが可能です。当時の史料
と完全復元の建屋から江戸時代と関所を体感する
ことが出来ます。（関所ガイドツアー開催情報は
事前に箱根関所へご確認ください）� （丸子英人）

3
22

定期的に土曜日に催される
定期的に土曜日に催される関所ガイドツアー

関所ガイドツアー（詳細な日程は関所ホームページの

（詳細な日程は関所ホームページのお知らせより確認できます
お知らせより確認できます））

仙石原すすき草原山焼き仙石原すすき草原山焼き
天候不順のため延び延びになっていた

「山焼き」が実施されました。前日の雷雨の影響
もあり、なかなか火入れが難しい状況にありまし
たが、燃えだすと炎の迫力に圧倒されました。こ
の「山焼き」により、今年の秋の「すすき」が非
常に楽しみです。� 　（勝俣陽二）

3
25

さくらライトアップ準備作業さくらライトアップ準備作業
宮城野木賀観光協会主催による、

箱根町の春の訪れを彩るさくらの開花に合わせ、
早川堤ソメイヨシノ及び国道１３8号枝垂れ桜のラ
イトアップ準備作業を、地元自治会及び会員並び
に業者さんのご協力の下、３月2３日・３0日の２日
間準備作業を行いました。� （稲葉親太郎）

3
23・30

大磯町議会議員来町大磯町議会議員来町
大磯町議会・議会運営委員会の皆さん

が来町されました。
大磯町議会の議会改⾰検討事項の一つである、災

害時議員行動マニュアル作成について、箱根町議会
の災害時議員行動マニュアルを参考とするため視察
され、意見交換等を行いました。� （勝俣泰彦）

3
26

横浜国立大学との連携取組事例発表会横浜国立大学との連携取組事例発表会
令和６年度大学連携取組事例発表として、

横浜国立大学経済学部の２つのゼミに所属する学生が経
済学の視点で、調査・研究し活動した成果を発表し、意
見交換（ポスターセッション）の場面では学生と参加者
の会話が盛り上がっていました。� （鈴木美貴）

3
26

議会だより　はこね
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行財政改革調査特別委員会行財政改革調査特別委員会
観光まちづくりの充実や維持に係る財源

のあり方に関する検討会議のこれまでの経過や、
現在進めている財源確保策の絞り込みに向けた進
捗状況について報告がありました。�（稲葉親太郎）

4
10

箱根の湯立獅子舞奉納箱根の湯立獅子舞奉納
箱根仙石原神楽保存会員の皆さんにより、

湯立獅子舞が仙石原諏訪神社に奉納されました。
会場は地域の方々や多くの外国⼈観光客他で賑
わいを見せ、神事終盤の「湯立の行」では、獅子
が笹の葉で掻き回した湯を振りかけてもらい盛り
上がっておりました。� （勝俣泰彦）

3
27

春の交流！ はこねつながりひろば春の交流！ はこねつながりひろば
「さきどりイースター」「さきどりイースター」

星槎大学箱根キャンパスで、子育てシェアタウン
春の交流！はこねつながりひろば「さきどりイース
ター」が開催されました。おもちゃのイースターエッ
グを隠したり、イースターバニーをモチーフにした
飾りに色を塗って楽しんでいました。また、使わな
くなった洋服などのゆずりあいがあり、各々気に入っ
たものを持ち帰りました。� （鈴木美貴）

4
13

さくら公園植樹さくら公園植樹
宮ノ下川久保発電所に隣接するさくら公

園、植えられていた桜がシカの食害にあって枯れ
てしまったので、新たに山桜の苗木を宮ノ下自治
会関係者と役場の職員の方々と共同で植えまし
た。今回は食害防止ネットを被せて完成です。
� （折橋尚道）

3
27

第第3838回ケンペル・バーニー祭回ケンペル・バーニー祭
当日、外ではマメザクラが満開でしたが、

花散らしの雨の為、式典から懇親会まで元箱根集
会所にて開催されることになりました。牧野記念
庭園の伊藤千恵学芸員より『植物分類学者・牧野
富太郎の生涯』の記念公演がありました。
� （佐藤章子）

4
13

議会だより　はこね
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お 知 ら せ

　次のとおり実施しますので皆様のご参加を
お待ちしております。

日　時 ５月１５日（木）１９時
場　所　社会教育センター
　　　　３階　軽スポーツ室
内　容　令和７年度予算審議等

どなたでもご参加いただけます。

議 長 フ ォ ト レ ポ ー ト

６月定例会開催予定日

※ 6月３日開催の議会運営委員会において決定
いたしますので、変更となる場合があります。

　 詳しくは、議会事務局（☎85-9570）まで 
お問い合わせいただくか、町議会ホームペー
ジの議会カレンダーをご覧ください。

６月10日、13日、18日

本 会 議

議会報告会を開催します

４月は、「宮ノ下箱根神社」と「大平台山神神社」の例大祭が開催されました。
宮ノ下は、夜宮に大道芸パフォーマンスや演歌歌手による歌謡ショーがあり、翌日の神輿渡御は雨天となっ
てしまいましたが、多くの⼈が参加されていました。
大平台は、天候に恵まれ、山車と神輿渡御が行われました。特に、夜宮で曳かれる山車で子供囃子の小気味
よい音色が町内に響き、祭りを盛り上げていました。� （折橋尚道）

3
21金

箱根の森小学校卒業式箱根の森小学校卒業式

町体育協会表彰式町体育協会表彰式

1
21火

第32回第32回
やまなみ芸能大会やまなみ芸能大会

2
25火

4
12〜13

4
16〜17

（宮ノ下　雨の中の神輿渡御）（宮ノ下　雨の中の神輿渡御） （大平台　山車での子供囃子）（大平台　山車での子供囃子）

議会だより　はこね
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広報広聴委員会
委 員 長
　村野　由紀子
副委員長
　折橋　尚道
委 員
　鈴木　美貴・勝俣　陽二
　佐藤　章子・勝俣　泰彦

箱根駅伝の芦ノ湖折り返し地点のそば箱根駅伝の芦ノ湖折り返し地点のそば
に駅伝ミュージアムがあるのは皆さんご存じだに駅伝ミュージアムがあるのは皆さんご存じだ
と思いますが、今からと思いますが、今から１１１１９９年前の年前の１１９９００６６年（明年（明
治治３３９９年）に、 その地に外国人として初めて年）に、 その地に外国人として初めて
日本に別荘を建てた方がいました。 その方の日本に別荘を建てた方がいました。 その方の
名は「パウル ・ シュミット（名は「パウル ・ シュミット（11887722 ～～ 11993355）」）」
氏、 戦前に日本に住んでいたドイツ人でシュ氏、 戦前に日本に住んでいたドイツ人でシュ
ミット商会を設立し、 ライカのカメラやメルクのミット商会を設立し、 ライカのカメラやメルクの
医薬品を輸入しました。医薬品を輸入しました。
またレントゲンを初めて日本に輸入したのまたレントゲンを初めて日本に輸入したの

もシュミット商会であると言われております。もシュミット商会であると言われております。
箱根駅伝ミュージアムはその別荘跡地箱根駅伝ミュージアムはその別荘跡地

です。です。
そのシュミット別荘は芦ノ湖の岸まで続くそのシュミット別荘は芦ノ湖の岸まで続く

庭付きの２戸建て美しい住宅であり「赤門」庭付きの２戸建て美しい住宅であり「赤門」
と呼ばれていました。 それに小さなボートもと呼ばれていました。 それに小さなボートも
持っており、 家の右の部分に彼と彼の客が持っており、 家の右の部分に彼と彼の客が
滞在しました。他のドイツ人同僚（８、９人）は、滞在しました。他のドイツ人同僚（８、９人）は、
台所といくつか寝室のある左の部分に滞在台所といくつか寝室のある左の部分に滞在
していたそうです。していたそうです。
元、 別荘の近くの苑地内には彼の功元、 別荘の近くの苑地内には彼の功

績の標である顕彰碑が建てられています。績の標である顕彰碑が建てられています。

　議会だよりを 4ページ増やして 1年が経過しま
した。この間、一般質問を前面に押し出し、新たに
議員活動報告などの掲載を行いました。私たちは、
皆さんと共に活動しながら、ご意見をいただき議会
に反映しております。これからも読みやすく、身近
な様子を掲載していきますので情報があれば、各議
員にお伝えいただければ幸いです。� （折橋尚道）

編  集  後  記

パウル ・ シュミットの顕彰碑パウル ・ シュミットの顕彰碑

シュミット商会スタッフ　箱根芦ノ湖湖畔にてシュミット商会スタッフ　箱根芦ノ湖湖畔にて

別荘赤門前にて別荘赤門前にて

ご近所にて談笑するパウル ・ シュミット氏ご近所にて談笑するパウル ・ シュミット氏

別荘裏にて談笑するシュミット氏（左）別荘裏にて談笑するシュミット氏（左）

別荘裏にて談笑するシュミット氏（左）別荘裏にて談笑するシュミット氏（左）
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シュミット商会の皆さん（湖畔にて）シュミット商会の皆さん（湖畔にて）

芦ノ湖畔

「パウル・
シュミット」の

顕彰碑
け ん しょう　ひ

※功績等をたたえる碑

※




